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６６６．．．仕仕仕事事事ととと生生生活活活ののの調調調和和和

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス※）についての考え方

● 『同感する』が 7 割以上

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）についての考え方については、『同感する』（「同

感する」と「どちらかといえば同感する方である」の合計）は 74.6％で、平成 18年度調査（73.7％）

と比較すると、0.9 ポイント上回っている。

【性別】

● 『同感しない』は男性の方が高い

『同感する』は、女性 74.8％、男性 73.7％で、ともに 7割以上となっている。『同感しない』（「ど

ちらかといえば同感しない方である」と「同感しない」の合計）は女性 4.4％、男性 8.9％で、男

性の方が高くなっている。

11

※ワーク・ライフ・バランスとは

老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々な活動について、自ら希望

するバランスで展開できる状態のこと。
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【性・年代別】

● 『同感する』は、女性の 40～50 歳代で 8 割以上

『同感する』は、女性の 40～50 歳代で８割以上と高くなっている。男女とも 60 歳以上で低くな

っている。

【地域別】

● 『同感する』は、湖南地域で高く、東近江地域で低くなっている。

『同感する』は、湖南地域で 79.8％と最も高く、東近江地域で 68.8％と最も低くなっている。
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生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度

● 希望は「仕事と家庭生活をともに優先」、現実は「仕事優先」

生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度についてみると、希望は「仕

事と家庭生活をともに優先したい」が 33.0％と最も多く、次いで「家庭生活を優先したい」（21.0％）、

「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先したい」（20.6％）の順となっているが、現実

は、「仕事を優先している」が 35.0％と最も多く、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優

先している」はわずか 5.7％となっている。

【性別】

● 希望は男女とも「仕事と家庭生活をともに優先」が、現実は男性が「仕事」、女性は「家庭生

活」が優先

女性は、希望は「仕事と家庭生活をともに優先」が 31.5％と最も多く、現実は、「家庭生活を優

先している」が 31.5％で最も多くなっている。

男性についても、希望は「仕事と家庭生活をともに優先」が 34.8％と最も多く、現実は「仕事を

優先している」が 47.9％と半数近くとなっている。

希望では「仕事を優先したい」は、男性の方が女性より 7.8 ポイント高く、「家庭生活を優先した

い」は女性の方が 5.8 ポイント高くなっている。
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〔男性〕

【性・年代別】

● 現実では、男性の 20～50 歳代では「仕事優先」が５割以上

女性では、希望は「仕事と家庭生活をともに優先したい」が、40 歳代を除き３割以上となってお

り、現実は 20歳代、50歳代を除き「家庭生活を優先している」が最も多くなっている。

男性では、希望は「仕事と家庭生活をともに優先したい」が最も多く、現実は「仕事を優先して

いる」が最も多く、特に 20～50 歳代で５割以上となっている。
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〔男性〕

【地域別】

● 希望は「仕事と家庭生活をともに優先」、現実は「仕事を優先」

すべての地域で、希望は「仕事と家庭生活をともに優先したい」、現実は「仕事を優先している」

が最も多くなっている。
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仕事と生活の調和がとれる生活が実現された社会に近づくための取組

（あてはまるものを３つまで選択）

（１）企業の取組

● 「管理職の意識改革を行う」が４割以上

仕事と生活の調和がとれる生活が実現された社会に近づくための企業の取組としては、「管理職の

意識改革を行う」が 41.5％と最も多く、次いで「無駄な業務・作業をなくす」（33.7％）、「社長や

取締役がリーダーシップを発揮してワーク･ライフ･バランスに取り組む」（32.9％）の順となって

いる。
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企業の中で、ワーク･ライフ･バランスを
推進する責任者を決める
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在宅勤務ができるようにする

その他

特にない

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,615）
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【性別】

● 女性では育児・介護休業に関する取組の要望が高い

男女とも「管理職の意識改革を行う」が最も多くなっている。次いで男性では「社長や取締役が

リーダーシップを発揮してワーク・ライフ・バランスに取り組む」が多く、女性では「無駄な業務・

作業をなくす」となっている。また、「育児・介護等の休業・休暇制度を充実する」、「育児・介護

休業をとりやすくする」では女性の方がそれぞれ 10.7 ポイント、8.6 ポイント高くなっている。
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在宅勤務ができるようにする

その他

特にない

（％）

女性
（Ｎ＝1,338）

男性
（Ｎ＝1,163）
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【性・年代別】

● 40 歳以上は「管理職の意識改革を行う」、若い世代では「無駄な業務・作業をなくす」が上

位

「管理職の意識改革を行う」は女性の 40 歳代、男性の 70 歳以上で５割を超えている。「無駄な業

務・作業をなくす」は、男女とも 30 歳代の割合が最も高くなっている。また、「育児・介護休業を

とりやすくする」は、男女とも 20歳代が最も多くなっている。

管理職の意識改革を行う

27.9

38.6

52.1

37.8

45.0

36.0

41.3

35.2

41.0

38.8

46.2

50.9

0 10 20 30 40 50 60
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（Ｎ＝184）

40歳代

（Ｎ＝259）

50歳代

（Ｎ＝291）

60歳代

（Ｎ＝329）

70歳以上

（Ｎ＝139）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝92）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝183）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝301）

70歳以上

（Ｎ＝167）

(%)

社長や取締役がリーダーシップを

発揮してワーク･ライフ･バランスに

取り組む

29.4

38.0

35.9

33.0

21.0

30.9

32.6

35.8

43.7

36.5

34.9

24.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

育児・介護等の休業・休暇制度を

充実する

36.8

31.5

29.0

39.9

29.8

28.8

19.6

21.8

15.3

22.7

21.6

30.5

0 10 20 30 40 50 60 (%)

無駄な業務・作業をなくす

38.2

39.7

36.7

33.3

31.9

23.0

30.4

43.6

34.4

23.9

36.9

34.7

0 10 20 30 40 50 60 (%)

育児・介護休業をとりやすくする

36.8

23.9

27.0

23.0

24.6

18.7

25.0

15.8

9.8

20.4

18.3

12.0

0 10 20 30 40 50 60

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝184）

40歳代

（Ｎ＝259）

50歳代

（Ｎ＝291）

60歳代

（Ｎ＝329）

70歳以上

（Ｎ＝139）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝92）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝183）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝301）

70歳以上

（Ｎ＝167）

(%)

年休の取得計画をつくる

22.1

10.9

12.0

18.9

18.2

15.1

9.8

21.2

18.6

20.8

15.9

12.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)

時間短縮勤務ができるようにする

17.6

18.5

13.9

12.0

17.3

12.9

15.2

14.5

12.0

14.5

11.6

16.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

企業の中でワーク･ライフ･バランス

を推進する責任者を決める

17.6

16.3

17.8

23.0

25.8

16.5

20.7

13.9

15.3

18.4

22.3

21.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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管理職以外の社員の意識改革を行う

10.3

17.4

9.7

9.6

12.8

20.1

10.9

12.1

5.5

13.3

16.3

19.2

0 10 20 30 40 50 60

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝184）

40歳代

（Ｎ＝259）

50歳代

（Ｎ＝291）

60歳代

（Ｎ＝329）

70歳以上

（Ｎ＝139）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝92）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝183）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝301）

70歳以上

（Ｎ＝167）

(%)

仕事の量を減らす

5.9

12.5

5.0

6.9

10.6

4.3

18.5

14.5

18.6

10.6

3.3

3.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)

社員を増やす

8.8
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6.9

4.6

4.3

13.0

11.5

12.0

7.8

2.0

4.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

ノー残業デーを設ける

13.2

6.0
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10.3

13.1

7.9

26.1

10.9

7.1

10.2

12.3

6.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

取引先や下請企業に無理な要求をしない
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7.3
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5.2
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2.2
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〔女性〕20歳代
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（Ｎ＝184）
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（Ｎ＝92）

30歳代

（Ｎ＝165）
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（Ｎ＝183）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝301）

70歳以上

（Ｎ＝167）

(%)

在宅勤務ができるようにする
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9.1
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4.3
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8.2

6.3

7.6

8.4
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（２）行政の取組

● 「育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させる」が最も多い

仕事と生活の調和がとれる生活が実現された社会に近づくための行政の取組としては、「育児・介

護等を行う家族を支える制度を充実させる」が 44.8％と最も多く、次いで「保育所や介護施設など

を拡充する」（41.2％）、「ワーク・ライフ・バランスの重要性についてＰＲする」（37.0％）の順と

なっている。

44.8

41.2

37.0

29.3

23.3

20.6

20.0

16.1

10.1

6.8

2.8

5.8

0 10 20 30 40 50

育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させる

保育所や介護施設などを拡充する

ワーク・ライフ・バランスの重要性についてＰＲする

官庁や地方自治体がワーク・ライフ・バランスを自ら実践する

ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業の事例を紹介する

ワーク・ライフ・バランスを進める企業に助成金を支給する

ワーク・ライフ・バランスについての企業の情報を公開させる

求職者や学生にワーク・ライフ・バランスが

進んでいる企業の情報を提供する

ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業を表彰する

ワーク・ライフ・バランスに取り組む企業を

入札等の制度で優遇する

その他

特にない

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,605）
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【性別】

● 女性では育児・介護休業に関する制度や施設に関する要望が高い

「育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させる」は、女性が男性を 12.0 ポイント上回って

おり、「保育所や介護施設などを拡充する」では 9.3 ポイント上回っている。

【性・年代別】

● 「保育所や介護施設などを拡充する」、「育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させる」

が男女とも各年代で上位

「保育所や介護施設などを拡充する」、「育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させる」が

男女ともいずれの年代でも上位となっている。

50.3

45.2

37.9

27.7

24.5

19.7

19.0

18.5

9.4

5.1

1.4

4.8

38.3

35.9

35.8

31.5

22.7

22.8

20.6

13.4

10.6

9.4

4.4

7.0

0 10 20 30 40 50 60

育児・介護等を行う家族を支える制度を充実させる

保育所や介護施設などを拡充する

ワーク・ライフ・バランスの重要性についてＰＲする

官庁や地方自治体がワーク・ライフ・バランスを自ら実践する

ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業の事例を紹介する

ワーク・ライフ・バランスを進める企業に助成金を支給する

ワーク・ライフ・バランスについての企業の情報を公開させる

求職者や学生にワーク・ライフ・バランスが

進んでいる企業の情報を提供する

ワーク・ライフ・バランスが進んでいる企業を表彰する

ワーク・ライフ・バランスに取り組む企業を

入札等の制度で優遇する

その他

特にない

（％）

女性
（Ｎ＝1,326）

男性
（Ｎ＝1,165）
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育児・介護等を行う家族を

支える制度を充実させる

47.1

47.8

53.6

54.7

48.3

46.0

41.8

42.4
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38.1

36.1

38.7
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（Ｎ＝285）
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70歳以上
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30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝187）

50歳代

（Ｎ＝257）

60歳代

（Ｎ＝302）

70歳以上

（Ｎ＝163）

(%)

ワーク・ライフ・バランスの

重要性についてＰＲする
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24.7

39.8

41.1

45.9

29.2

39.6

31.5

39.6

31.1

40.4

32.5
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官庁や地方自治体がワーク・

ライフ・バランスを自ら実践する

32.4
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27.7

24.6

35.8

24.2

22.4

30.5

30.4

37.7

36.2
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保育所や介護施設などを拡充する

40.4
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46.7

44.6

48.3

32.8

39.6

40.6

29.9

35.4

33.4

41.1
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ワーク・ライフ・バランスが進んでいる

企業の事例を紹介する
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（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝187）

50歳代

（Ｎ＝257）

60歳代

（Ｎ＝302）

70歳以上

（Ｎ＝163）

(%)

ワーク・ライフ・バランスについての

企業の情報を公開させる
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求職者や学生にワーク・ライフ・

バランスが進んでいる企業の

情報を提供する
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ワーク・ライフ・バランスを進める

企業に助成金を支給する
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21.2
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ワーク・ライフ・バランスが進んでいる

企業を表彰する

14.0

12.9

8.4

8.4

6.7

10.2

26.4

13.9

8.0

8.2

9.3

8.0
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〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝178）

40歳代

（Ｎ＝261）

50歳代

（Ｎ＝285）

60歳代

（Ｎ＝329）

70歳以上

（Ｎ＝137）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝91）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝187）

50歳代

（Ｎ＝257）

60歳代

（Ｎ＝302）

70歳以上

（Ｎ＝163）

(%)

ワーク・ライフ・バランスに取り組む

企業を入札等の制度で優遇する
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７７７．．．女女女性性性ににに対対対すすするるる暴暴暴力力力

夫婦や恋人など親しい人間関係の中で起こる暴力の経験

● 「直接経験したことがある」が約１割

夫婦や恋人など親しい人間関係の中で起こる暴力について、「直接経験したことがある」は 9.5％、

「直接経験したことはないが、自分のまわりに経験した（している）人がいる」が 24.3％となって

いる。

【性別】

● 女性では「直接経験」「まわりの人が経験」が 36.6％

女性では「直接経験したことがある」が 10.9％、「直接経験したことはないが、自分のまわりに

経験した（している）人がいる」が 25.7％となっており、女性の 10 人に 1 人が暴力を経験してい

ることになる。

【性・年代別】

● 「直接経験したことがある」割合が 70 歳以上の女性で最も高い

「直接経験したことがある」で最も多いのは、70 歳以上の女性で 15.0％となっている。「直接経

験したことがある」、「直接経験したことはないが、自分の周りに経験した(している)人がいる」の

合計では、40歳代女性が最も多く 42.3％となっている。

11

9.5 24.3 66.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,633）

直接経験した

ことがある

直接経験したことはないが、自分のまわりに経験した（している）人がいる

直接経験したことはなく、自分のまわりに

経験した（している）人もいない

10.9

7.4

25.7

22.8

63.3

69.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,352）

男性

（Ｎ＝1,167）

直接経験した

ことがある

直接経験したことはないが、自分のまわりに経験した（している）人がいる

直接経験したことはなく、自分のまわりに

経験した（している）人もいない
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夫婦や恋人の間で相手から暴力を受けたときに相談できる機関の周知度

● 「福祉事務所、保健所」、「市町の福祉・女性・人権相談窓口」が約３割

夫婦や恋人の間で相手から暴力を受けたときに相談できる機関の周知度をみると、「福祉事務所、

保健所」が 30.0％で最も多く、次いで「市町の福祉・女性・人権相談窓口」（29.6％）となってい

る。「県立男女共同参画センター」は 11.9％、「わからない」は 44.3％であった。
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40歳代
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50歳代

（Ｎ＝294）

60歳代
（Ｎ＝335）

70歳以上

（Ｎ＝147）

直接経験した

ことがある

直接経験したことはないが、自分のまわりに経験した（している）人がいる

直接経験したことはなく、自分のまわりに

経験した（している）人もいない
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44.3
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福祉事務所、保健所

市町の福祉・女性・人権相談窓口

女性の人権ホットライン（大津地方法務局）

県立男女共同参画センター（Ｇ－ＮＥＴしが）

彦根子ども家庭相談センター

中央子ども家庭相談センター

配偶者暴力相談支援センター

犯罪被害者総合窓口

（ＮＰＯ法人おうみ犯罪被害者支援センター）

わからない

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,558）
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【性別】

● 男女とも「福祉事務所、保健所」、「市町の福祉・女性・人権相談窓口」が多い

男女とも「福祉事務所、保健所」、「市町の福祉・女性・人権相談窓口」が上位にきており、「女性

の人権ホットライン（大津地方法務局）」は女性が男性を 6.9 ポイント上回っている。

【性・年代別】

● すべての年代で「福祉事務所、保健所」、「市町の福祉・女性・人権相談窓口」が上位

「市町の福祉・女性・人権相談窓口」についてみると、男女とも年代が高くなるにつれて、割合

も高くなる傾向が見られる。｢女性の人権ホットライン｣は女性 40歳代（23.2％）で最も高く、「県

立男女共同参画センター」では男性 60歳代（18.6％）が最も高くなっている。

福祉事務所、保健所
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（大津地方法務局）
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県立男女共同参画センター（Ｇ－ＮＥＴしが）

彦根子ども家庭相談センター

中央子ども家庭相談センター

配偶者暴力相談支援センター

犯罪被害者総合窓口
（ＮＰＯ法人おうみ犯罪被害者支援センター）

わからない

（％）

女性
（Ｎ＝1,319）

男性
（Ｎ＝1,129）



-108-

女性に対する暴力をなくすために必要なこと

（あてはまるものをすべて選択）

● 「犯罪の取り締まりを強化する」が５割以上

女性に対する暴力をなくすために必要なこととしては、「犯罪の取り締まりを強化する」が 55.9％

で最も多く、次いで「法律・制度の制定や見直しを行う」（48.5％）、「過激な内容の雑誌、ビデオ

ソフト、ゲームソフト等の販売や貸出を制限する」（44.7％）の順となっている。

３３

彦根子ども家庭相談センター
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（Ｎ＝149）
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60歳代

（Ｎ＝291）

70歳以上

（Ｎ＝165）

(%)

犯罪被害者総合窓口

（ＮＰＯ法人おうみ犯罪被害者

支援センター）
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7.2
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配偶者暴力相談支援センター
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6.7
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中央子ども家庭相談センター
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4.7

6.7

4.3

4.7

9.6

11.5
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55.9

48.5

44.7

42.0

40.4

37.6

35.9

29.9

17.4

16.1
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4.1
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犯罪の取り締まりを強化する

法律・制度の制定や見直しを行う

過激な内容の雑誌、ビデオソフト、ゲームソフト等の

販売や貸出を制限する

被害者のための相談窓口を拡充する

警察官や弁護士などに女性を増やし、相談しやすくする

相談窓口を広くＰＲする

被害者のための民間シェルターや保護施設を整備する

学校における男女平等を推進する教育・学習を充実させる

被害者を支援し、暴力に反対する市民運動を盛り上げる

家庭における男女平等を推進する教育・学習を充実させる

メディアが倫理規定を強化する

その他

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,619）
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【性別】

● 「警察官や弁護士などに女性を増やし、相談しやすくする」で男女の意識差

「警察官や弁護士などに女性を増やし、相談しやすくする」、「過激な内容の雑誌、ビデオソフト、

ゲームソフト等の販売や貸出を制限する」、「被害者のための相談窓口を拡充する」、「被害者のため

の民間シェルターや保護施設を整備する」では女性が男性を上回っており、「被害者を支援し、暴

力に反対する市民運動を盛り上げる」では男性の方が女性より 6.3 ポイント高くなっている。

【性・年代別】

● 「過激な内容の雑誌、ビデオソフト、ゲームソフト等の販売や貸出を制限する」では、男女

とも 60 歳以上で高い

「警察官や弁護士などに女性を増やし、相談しやすくする」はすべての年代で女性が男性を上回

っている。また、「過激な内容の雑誌、ビデオソフト、ゲームソフト等の販売や貸出を制限する」

では、男女とも 60歳以上で高くなっている。
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30.2

14.3
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犯罪の取り締まりを強化する

法律・制度の制定や見直しを行う

過激な内容の雑誌、ビデオソフト、ゲームソフト等の

販売や貸出を制限する

被害者のための相談窓口を拡充する

警察官や弁護士などに女性を増やし、相談しやすくする

相談窓口を広くＰＲする

被害者のための民間シェルターや保護施設を整備する

学校における男女平等を推進する教育・学習を充実させる

被害者を支援し、暴力に反対する市民運動を盛り上げる

家庭における男女平等を推進する教育・学習を充実させる

メディアが倫理規定を強化する

その他

（％）

女性
（Ｎ＝1,352）

男性
（Ｎ＝1,153）
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警察官や弁護士などに女性を

増やし、相談しやすくする
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(%)

被害者のための民間シェルターや

保護施設を整備する
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学校における男女平等を推進する

教育・学習を充実させる
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70歳以上

（Ｎ＝167）

(%)

過激な内容の雑誌､ﾋﾞﾃﾞｵｿﾌﾄ､ｹﾞｰﾑ

ｿﾌﾄ等の販売や貸出を制限する
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被害者を支援し、暴力に反対する

市民運動を盛り上げる

13.4
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10.9

14.8

24.1
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22.4

14.4

18.7

25.1
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（Ｎ＝330）

70歳以上

（Ｎ＝145）
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（Ｎ＝88）

30歳代

（Ｎ＝161）

40歳代

（Ｎ＝187）

50歳代

（Ｎ＝251）

60歳代

（Ｎ＝299）

70歳以上

（Ｎ＝167）

(%)

メディアが倫理規定を強化する
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８８８．．．男男男女女女共共共同同同参参参画画画社社社会会会

男女共同参画社会に関するイメージ

（あてはまるものを３つまで選択）

● 「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力している」が４割以上

男女共同参画社会に関するイメージは、「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力し

ている」が 42.2％で最も多く、次いで「男女ともに仕事にも家庭生活にもバランスよく参画できる

環境になっている」が 37.4％となっている。

【性別】

● 「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力している」が男女とも最も多い

「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力している」が男女とも最も多くなってい

る。女性では、「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力している」、「家事や育児、

介護などを家族で分担している」、「男女とも生活的に自立をしている」が男性よりやや高く、男性

では「男女平等意識が社会に浸透している」が女性よりやや高くなっている。

11

42.2

37.4
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26.3

25.7
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15.5
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8.0
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10.5
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女性も男性もお互いをパートナーとして

理解し、協力している

男女ともに仕事にも家庭生活にもバランス

よく参画できる環境になっている

男女平等意識が社会に浸透している

家事や育児、介護などを家族で分担している

女性も男性もともに力が発揮できる社会である

男女とも生活的に自立をしている

社会のしきたりや古い慣習などにとらわれていない社会

男女とも経済的に自立をしている

社会のあらゆる分野に女性が進出している

働く場における女性の参画がはかられている

その他

わからない

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,557）
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【性・年代別】

● 「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力している」は 50 歳以上、若い世代

では「男女ともに仕事にも家庭生活にもバランスよく参画できる環境になっている」が高い

「女性も男性もお互いをパートナーとして理解し、協力している」は、男女とも 50 歳以上で最も

多く、「男女ともに仕事にも家庭生活にもバランスよく参画できる環境になっている」は、30～50

歳代男女で割合が高くなっている。他の年代に比べて、女性の 20 歳代では「家事や育児、介護な

どを家族で分担している」の割合が高くなっている。
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理解し、協力している

男女ともに仕事にも家庭生活にもバランス

よく参画できる環境になっている

男女平等意識が社会に浸透している

家事や育児、介護などを家族で分担している

女性も男性もともに力が発揮できる社会である

男女とも生活的に自立をしている

社会のしきたりや古い慣習などにとらわれていない社会

男女とも経済的に自立をしている

社会のあらゆる分野に女性が進出している

働く場における女性の参画がはかられている

その他

わからない

（％）
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男性
（Ｎ＝1,129）

女性も男性もお互いをパートナー

として理解し、協力している
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女性も男性もともに力が

発揮できる社会である
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男女共同参画社会の実現に向けて県が力を入れるべき分野

（あてはまるものを３つまで選択）

● 「家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくりを進める」が５割以上

男女共同参画社会の実現に向けて県が力を入れるべき分野としては、「家庭生活と職業生活や地域

活動とが両立できる環境づくりを進める」が 56.6％で最も多く、次いで「男女共同参画意識を高め

る」が 40.0％となっている。

【性別】

● 「家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくりを進める」が男女ともに最も多

い

「家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくりを進める」が男女とも最も多く、女

性 58.8％、男性 54.3％となっている。女性では「女性の雇用確保のための就職支援を進める」が

男性よりやや高く、男性では「生涯を通じた男女の性と健康を守る」、「政策・方針決定過程への女

性の参画を進める」が女性よりやや高くなっている。
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【性・年代別】

● 「家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくりを進める」は各年代で高い

「家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくりを進める」は、各年代を通じて高く

なっている。「男女共同参画意識を高める」は、女性の 70 歳以上と男性の 20 歳代で５割を占め、

男性の 60歳以上でも５割近くと高くなっている。
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女性の起業や再就職支援などの

チャレンジを支援する
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男女共同参画センターの周知度

● 『周知度』は 3 割弱、「利用したことがある」が 8.0％

男女共同参画センターの『周知度』（「利用したことがある」と「利用したことはないが知ってい

る」の合計）は 28.1％となっており、「利用したことがある」は 8.0％であった。平成 18 年度調査

と比較するとそれぞれ、5.0 ポイント、2.2 ポイント高くなっている。

【性別】

● 『周知度』は男女とも３割近く

『周知度』は、女性 27.6％、男性 28.4％となっており、男性の方がやや高くなっている。

【性・年代別】

● 『周知度』は、男女とも 50 歳代で高い

『周知度』は、男女とも 50 歳代で高く、女性の 50～60 歳代、男性の 30 歳代、50 歳代、60 歳代

で３割を超えている。

３３

8.0

8.3

19.6

20.1

72.3

71.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,320）

男性

（Ｎ＝1,115）

利用したこと

がある

利用したことはないが知っている

知らない

8.0

5.8

20.1

17.3

71.8

77.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,557）

平成18年度調査

（Ｎ＝2,567）

利用したこと

がある

利用したことはないが知っている

知らない



-119-

男女共同参画センターに期待する役割

（あてはまるものを３つまで選択）

● 「相談しやすい窓口の充実」が４割以上

男女共同参画センターに期待する役割についてみると、「相談しやすい窓口の充実」が 43.5％で

最も多く、次いで「子育て支援や介護、自己啓発講座など実践的な講座の企画・開催」が 30.9％と

なっている。
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【性別】

● 男女ともに「相談しやすい窓口の充実」が最も多い

「女性の就職相談や就職情報の提供」で 9.8 ポイント、「相談しやすい窓口の充実」で 8.9 ポイン

ト、女性が男性よりも高い割合となっている。
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【性・年代別】

● 「相談しやすい窓口の充実」は、各年代を通じて高く、女性の 20～30 歳代で「女性の就職

相談や就職情報の提供」が高い

「相談しやすい窓口の充実」は、各年代を通じて高いが、「女性の就職相談や就職情報の提供」で

は、女性の 20～30 歳代で高くなっている。また、男性の 50～60 歳代で｢男女共同参画を推進する

リーダー、指導者の育成｣が、他の年代に比べて高い割合となっている。
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男女共同参画社会づくりに

関する調査研究
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